
質問 回答

内容 － 5
実際に避難した際は、どこに報
告すればよいのか。

避難完了の報告については、各施設種別の所管課へお願いします。

内容 － 6

川を横断して避難しなければな
らない指定避難所へ避難する
こと自体が危険であるため、上
階避難が安全だと考えるが、い
かがか。

河川の状況が危険な時期に逃げることにならないよう、要配慮者利用施設におかれましては、早めに避難行動を開
始し、安全な時期に避難できるよう、避難確保計画の作成を行う必要があります。
なお、市が指定している洪水時の指定緊急避難場所への立ち退き避難が原則ですが、避難経路の危険性や避難場
所の浸水深などの安全性を考慮し、管理者の責任で避難場所を設定することを阻むものではありません。（延岡市）

内容 － 7
１⑵計画の報告にはどのような
ことを書くのか。

市のホームページに掲載しております、『◇避難確保計画作成に係る参考資料』にある「要配慮者利用施設避難確保
計画講習会（座学）資料」「要配慮者利用施設における避難確保計画作成の手引き別冊（作成支援編・様式編）」に記
載例がありますので、ご一読ください。（延岡市）

内容 － 8
１⑶計画の適用範囲とは、どの
ようなことを書くのか。

内容－７と同様。

作成 － 2
毎年更新しなければならないの
か、更新の場合はどのタイミン
グで行うのか。

避難確保計画は、計画内容に変更の必要があれば随時更新していただくこととなります。
なお、要配慮者利用施設における避難確保計画作成の手引き別冊（作成支援編・様式編）においては、避難訓練に
よる見直しが重要と記載されています。（延岡市）


